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BSCで組織力を高めながら
施設間の機能分担を円滑に進める
二次救急医療を中心に急性期医療を展開してきた海老名総合病院。同院はこれまで時代と地域ニーズを読
みながら、外来専門のクリニックを開設するなど機能の分化と強化を図ってきた。組織の拡大に伴ってマネ
ジメントが難しくなるなか、バランストスコアカード（BSC）を導入することで一体感にあふれた組織体制を
確立。こうした組織力を背景に、高度急性期機能の充実をめざしている。

急性期：「地域密着型」高度急性期をめざす

・法人内の施設間で急性期・慢性期・外来機能を分担し、
それぞれの機能を強化

・BSCを活用することで、スタッフの意思統一を図るとともに、
中長期戦略の実現にもつなげる

・新病院に二次救急機能と回復期機能を移転し自らは高度
急性期をめざす

毎年度の病院戦略目標について多職種で検討するBSC戦略会議。グループワークを取り入れ、熱のこもった議論を交わす

社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス

海老名総合病院

病院の戦略・戦術・強み

〒243-0433　神奈川県海老名市河原口1320
TEL：046-233-1311　http://ebina.jinai.jp/

診療科目：総合診療科、消化器内科、血液内科、外科、産婦人科、眼科、小児科、整形外科、形成外科、
脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、循環器内科、心臓血管外科、呼吸器内科、呼吸器外科、
神経内科、リウマチ科、麻酔科、放射線科、リハビリテーション科、歯科、歯科口腔外科

病床数：一般469床（ほかに集中治療室10床、無菌治療室9床）

(C) 2015 日本医療企画.

http://www.jmp.co.jp


を
強
め
た
内
山
喜
一
郎
院
長
が
打
っ
た

手
が
、バ
ラ
ン
ス
ト・ス
コ
ア
カ
ー
ド（
Ｂ

Ｓ
Ｃ
）の
導
入
だ
っ
た
。

Ｂ
Ｓ
Ｃ
は
、「
財
務
」「
顧
客
」「
業
務

プ
ロ
セ
ス
」「
学
習
と
成
長
」の
４
つ
の
視

点
で
業
績
管
理
指
標
を
組
み
合
わ
せ
、

企
業
・
組
織
の
戦
略
実
行
や
業
績
評
価

を
行
う
た
め
の
経
営
ツ
ー
ル
。
医
療
機

関
で
も
導
入
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。同

院
は
Ｂ
Ｓ
Ｃ
導
入
に
際
し
、
成
功

事
例
と
し
て
相
模
原
協
同
病
院（
神
奈

川
県
相
模
原
市
）に
協
力
を
あ
お
ぐ
一

方
、
国
内
の
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
第
一
人
者
で
あ

る
専
修
大
学
の
伊
藤
和
憲
教
授
に
ア
ド

の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

て
き
た
。
こ
う
し
た
実
績
が
認
め
ら
れ
、

２
０
０
９
年
に
は
県
内
の
民
間
病
院
で

は
初
め
て
地
域
医
療
支
援
病
院
の
認
可

を
受
け
た
。

ま
た
、
同
院
で
は
さ
ら
な
る
急
性
期

機
能
の
拡
充
の
た
め
、
病
院
近
隣
に
海

老
名
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
を
開
設
し
、

外
来
診
療
を
移
行
。
予
防
と
慢
性
期
医

療
の
機
能
に
つ
い
て
は
、海
老
名
メ
デ
ィ

カ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
１
１
７
床
）

に
移
す
な
ど
、
法
人
内
の
施

設
で
選
択
と
集
中
を
図
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

た
だ
、
規
模
が
拡
大
し
た

こ
と
で
、
組
織
の
肥
大
化
と

複
雑
化
と
い
う
弊
害
も
生
ま

れ
た
。
施
設
間
は
も
と
よ
り
、

病
院
内
で
も
部
門
間
や
ス

タ
ッ
フ
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
全
が
生
じ
、
組
織

の
活
力
が
徐
々
に
失
わ
れ
て

い
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、

病
院
と
し
て
の
事
業
計
画
を

立
て
て
も
絵
に
描
い
た
餅
に

な
り
、実
行
さ
れ
な
い
と
い
っ

た
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

た
。そ

う
し
た
状
況
に
危
機
感

選
は
個
別
面
談
を
行
い
、
時
間
を
十
分

に
か
け
た
。
特
に
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
成
否
の
カ

ギ
を
握
る
診
療
部
の
メ
ン
バ
ー
選
出
に

は
慎
重
を
期
し
た
。
ま
た
導
入
に
向
け
、

最
初
の
２
年
は
教
育
期
間
と
位
置
づ
け
、

学
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
開
い

て
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
と
浸
透
を
図
っ
た

と
い
う
。

同
院
の
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
特
徴
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、

戦
略
実
行
を
目
的
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
は
単
年
度
計
画
で

は
な
く
、
中
長
期
計
画（
５
カ
年
）と
連

動
さ
せ
て
運
用
し
て
い
る
。

成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
診
療
部 

経
営
の
可
視
化
と
ト
ッ
プ
の
覚
悟

導
入
か
ら
５
年
、
効
果
は
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
現
れ
て
い
る
。
ま
ず
部
署
横
断

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化

し
、
連
携
、
協
力
が
広
く
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
経
営
面
で
も
、
た
と
え

ば
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
が
増
え
、
年

間
６
０
０
０
台
を
超
え
る
。
こ
の
地
域

で
は
突
出
し
て
多
い
。

内
山
院
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
は

あ
る
も
の
の
、
一
定
の
評
価
、
確
か
な

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ

の
う
え
で
、
多
く
の
医
療
機
関
が
Ｂ
Ｓ

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
画
し
て
も
ら
っ

た
。Ｂ

Ｓ
Ｃ
導
入
で
め
ざ
し
た
の
は
３
点

だ
。
①
病
院
ビ
ジ
ョ
ン
の
浸
透
、
②
問

題
・
課
題
の
可
視
化
、
③
優
先
順
位
の

明
確
化
を
実
施
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
病
院
に
ど
の
よ
う
な
貢

献
が
で
き
る
か
を
積
極
的
に
考
え
、
行

動
で
き
る「
組
織
」に
ま
で
組
織
成
熟
度

を
高
め
る
こ
と
―
―
。

同
院
は
、
10
年
を
試
行
期
間
と
し
、

11
年
か
ら
本
格
的
に
Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
導
入
し

た
。
具
体
的
に
は
ま
ず
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
導
入・

推
進
の
中
心
的
機
能
と
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。
メ
ン
バ
ー
の
人
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海老名総合病院と当院は、臨床研修病院として研修医の勉強会を共催する
ほか、先行して導入していた当院のＢＳＣの取り組みを見学に来られるなど、
以前から交流を図ってきました。内山院長は自ら看護教育にかかわるなど教
育に熱心な方で、看護部の体系化された教育システムは先進的。組織全体と
して学ぶ姿勢ができています。それはＢＳＣにも現れていて、ＰＤＣＡサイク
ルがきちんと取り込まれた形で運営されています。ＢＳＣの考え方のなかでも
大事な、学習と成長の視点については当院よりもレベルの高い取り組みがな
されています。今度は我々が出向き、勉強させてもらいたいと思います。
地域のためにどういう診療科が必要なのか、自院の立ち位置はどこにある

のかをしっかり考えた病院運営がされていることも素晴らしいことです。
（ＪＡ神奈川県厚生連相模原協同病院　高野靖悟病院長）

連携病院 学びの姿勢ができている組織

Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
導
入
に
よ
って 

中
長
期
戦
略
の
実
現
を
め
ざ
す

神
奈
川
県
海
老
名
市
と
埼
玉
県
幸
手

市
で
医
療
を
展
開
す
る
、
社
会
医
療
法

人
ジ
ャ
パ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
グ
ル
ー
プ
。
そ
の
中
核
施
設
で
あ
る

海
老
名
総
合
病
院（
４
６
９
床
）は
１
９ 

８
３
年
の
開
院
以
来
、
神
奈
川
県
の
県

央
エ
リ
ア（
人
口
約
84
万
人
）に
お
い
て

二
次
救
急
医
療
を
中
心
に
急
性
期
医
療

病院進化論
急性期：海老名総合病院

海老名総合病院の外部評価

(C) 2015 日本医療企画.
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か
っ
た
プ
ラ

ス
面
で
す
」

一
昨
年
か

ら
は
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
充

実
に
向
け
て

コ
ー
チ
ン
グ

も
導
入
。
初

年
度
は
５

人
、
昨
年
は

８
人
が
研
修

を
受
け
た
。

Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
よ

り
実
の
あ
る

も
の
に
し
て

い
く
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
間

の
さ
ら
な
る

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
と
の

考
え
か
ら

だ
。
特
に
上

司
が
ス
タ
ッ

フ
の
話
を

の
充
実
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

と
語
る
内
山
院
長
。
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
成
否
を

最
終
的
に
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

ト
ッ
プ
の
意
志
、
本
気
度
だ
と
い
う
。

「
ス
タ
ッ
フ
、
特
に
キ
ー
と
な
る
診
療

部
の
医
師
は
そ
の
点
を
見
極
め
て
い
ま

す
。
ト
ッ
プ
が
本
気
で
や
る
と
い
う
姿

勢
を
明
確
に
し
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
Ｂ

Ｓ
Ｃ
で
や
る
ん
だ
、
絶
対
に
成
功
さ
せ

る
ん
だ
と
繰
り
返
し
言
い
続
け
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
分

に
対
し
て
で
も
あ
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
が

く
じ
け
て
は
ダ
メ
、頑
張
れ
よ
と（
笑
）」

高
度
急
性
期
を
め
ざ
し 

さ
ら
な
る
機
能
分
化
を
予
定

15
年
４
月
か
ら
法
人
の
新
た
な
中
期

計
画（
３
カ
年
）が
ス
タ
ー
ト
す
る（
図
）。

そ
れ
に
基
づ
き
、
海
老
名
総
合
病
院
で

は
独
自
に
新
Ｂ
Ｓ
Ｃ（
戦
略
マ
ッ
プ
と
バ

ラ
ン
ス
ト
ス
コ
ア
カ
ー
ド
）を
策
定
し

た
。「
社
会
の
構
造
が
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
な
か
、
５
年
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
た
め
、
診
療
報
酬
改
定
な
ど
も

踏
ま
え
て
３
カ
年
計
画
を
つ
く
り
ま
し

た
」と
内
山
院
長
は
説
明
す
る
。

す
で
に
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動

き
出
し
て
い
る
。
法
人
の
グ
ル
ー
プ
再

編
と
一
元
化
の
推
進
だ
。

「
規
模
が
拡
大
し
、
組
織
が
大
き
く
な

し
っ
か
り
聞
く
耳
を
持
つ
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
。

「『
話
し
や
す
く
な
る
』こ
と
が
大
切
。

上
司
が『
自
分
に
気
を
か
け
て
く
れ
て

い
る
』『
見
て
く
れ
て
い
る
』こ
と
が
わ

か
る
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り

ま
す
。
こ
う
し
た
雰
囲
気
は
ス
タ
ッ
フ

の
働
き
や
す
さ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

職
種
や
部
署
に
関
係
な
く
話
が
で
き
る

環
境
に
な
れ
ば
、
自
ず
と
チ
ー
ム
医
療
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Ｃ
で
苦
戦
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
な
か
、

同
院
が
成
功
し
て
い
る
要
因
と
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
存
在
、
な

か
で
も
診
療
部
の
積
極
的
な
関
与
が
大

き
い
と
説
明
す
る
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
Ｂ
Ｓ
Ｃ

を
立
ち
上
げ
る
時
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
ず
、
そ
の
た
め
全
員
が
Ｂ
Ｓ
Ｃ
に
精

通
し
て
い
ま
す
。
結
び
つ
き
も
強
い
。

診
療
部
は
最
初
、抵
抗
勢
力
で
し
た
が
、

今
は
多
く
の
医
師
が
積
極
的
に
Ｂ
Ｓ
Ｃ

を
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
ほ
か
の
ス
タ
ッ
フ
も
生
き
い
き

と
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
診
療
部
の

か
か
わ
り
方
で
、全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
明
ら
か
に
違
っ
て
き
ま
す
」

加
え
て
、
大
事
な
点
と
し
て
、「
経

営
の
可
視
化
」を
挙
げ
る
。

「
Ｂ
Ｓ
Ｃ
で
は
年
２
回
レ
ビ
ュ
ー
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
課
の
掲
げ

る
目
標
、
つ
ま
り
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
の
内
容
と
実
現
に
向
け
て
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
点
を
全
員
で
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
問
題
点

を
知
る
こ
と
で
、
部
署
の
垣
根
を
越
え

て
、
解
決
に
向
け
て
協
力
を
申
し
出
る

ス
タ
ッ
フ
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
た
ち
の
役
割
を
認
識
し
て

自
然
に
協
力
し
合
え
る
関
係
性
が
で
き

て
き
ま
し
た
。
当
初
は
想
定
し
て
い
な

図　海老名総合病院の戦略マップ（2015年度〜）

地域連携を活用した
収益、経常利益の確保・向上

海老名総合病院
ブランドの強化

適切な医療サービスに
よる満足度・信頼度向上

施設機能に合った
集客の実現

地域と共働する
開かれた病院づくり

滞りのない地域包括ケアシステム
確立による安心感の向上

がん・血管疾患・
外傷強化

救急・災害医療の
体制強化

安全かつ質の高い
チーム医療の実現

地域への積極的な
医療資源情報の発信と共有化

広報機能の強化

病院と地域をつなぐ入口・
出口の調整機能の強化

外部・法人・企業との
連携強化（業務提携）

リーダーシップ力と
マネジメント力の向上

働きやすくやりがいの
ある職場環境をつくる
（ES向上）

職員コミュニケーション
の充実と価値観の共有

専門性の高い優秀な
医療スタッフの確保と育成

地域の医療ビジョンと
健康を支える人材の有効活用

JMA医療・介護・福祉の顔と
情報をつなぐ人材育成強化

財
務
の
視
点

顧
客
の
視
点

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

学
習
と
成
長
の
視
点

戦略テーマ 「高度急性期病院になる基盤構築」
短期（3年）

「地域連携強化」
短期（3年）

「当院及びJMA関連施設と地域との共働」
中期（6年）

(C) 2015 日本医療企画.
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当院は、「仁愛の精神のもとに、皆さまと共に考える
医療をめざします」というミッション（基本理念）と

ともに、「あしたの幸せをあなたと創る」というバリュー（価
値）を掲げています。ミッションはもちろんですが、私は
バリューを大切にしたいと考えています。それは患者さん
や地域の幸せでもあるし、スタッフの幸せでもあります。
スタッフにとって働きやすい病院をいかにつくるかという
ことです。BSCはそのためのツールです。
バリューを実現するためには、スタッフ一人ひとりの行
動が重要になります。幸せをつくるために、各人がどう行
動すればいいのかを自分の頭で考え、自ら行動する。トッ
プダウンではなく、一人ひとりの意識の変革を起こしたい
というのが当院のめざすところです。
それには、ミッション、バリューが、スタッフの深いと
ころまで徹底して浸透していなければなりません。そうし
ないと真の意味での質の高いサービスは提供できない。ま
だまだそこまでは到達していませんが、BSCによって着
実にそういう形になりつつあります。実際、ES（従業員
満足度）調査を毎年行っていますが、ずいぶん変化が見ら
れます。病院の方針がかなり浸透してきたという手ごたえ
を感じます。特にビジョンの浸透は進んでおり、BSCの
大きな効果だと認識しています。
今後はそれを確実なものにしていくために、クレド（信
条）のようなものをつくろうと考えています。当院にも行
動基準、行動規範はありますが、実際に何か問題が起こっ
た時に、自分の行動、判断は正しかったのかを簡単に見比
べられるようなものをきちんとつくりたい。
BSCは現在、当院だけで取り組んでいます。そのため
法人の施設間でいろいろな齟齬が生じる場面も少なくあり
ません。ですからなるべく早い段階で、BSCを法人の経
営ツールとして横展開していきたいと考えています。

る
と
と
も
に
、
法
人
の
考
え
方
が
浸
透

し
な
か
っ
た
り
、
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に

い
か
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
を
改

善
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
特

に
法
人
の
中
核
を
な
す
海
老
名
総
合
病

院
と
、
そ
の
外
来
部
門
と
し
て
05
年
に

分
離
し
た
海
老
名
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ

と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
」

海
老
名
総
合
病
院
は
今
後
、
高
度
急

性
期
へ
の
転
換
を
図
る
。
18
年
度
の
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
災
害
拠
点
病
院
の

指
定
も
め
ざ
す
。「
医
療
圏
内
に
救
急

救
命
セ
ン
タ
ー
が
な
い
の
で
、
何
と
か

取
り
た
い
」と
内
山
院
長
は
意
欲
を
示

す
。
19
年
に
は
病
院
の
新
棟
も
建
て
る

計
画
だ
。

一
方
、
法
人
で
は
海
老
名
市
に
隣
接

す
る
座
間
市
に
座
間
総
合
病
院
を
16
年

４
月
に
開
院
す
る
。
海
老
名
総
合
病
院

か
ら
車
で
約
20
分
の
距
離
に
位
置
し
、

病
床
数
は
３
５
２
床（
一
般
病
床
２
３
５

床
、
療
養
病
床
１
１
７
床
）。
こ
こ
に
二

次
救
急
機
能
を
移
す
と
と
も
に
、
海
老

名
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

回
復
期
と
慢
性
期
機
能
も
移
転
す
る
。

「
座
間
は
一
次
と
二
次
救
急
を
担
当
。

当
院
は
二
・
五
次
、
三
次
と
役
割
分
担

を
し
て
、
合
計
で
８
０
０
床
近
い
一
つ

の
病
院
と
し
て
機
能
さ
せ
る
考
え
で
す
」

問
題
は
、
海
老
名
総
合
病
院
の
エ
リ

ア
に
は
大
き
な
医
療
機
関
が
少
な
い
こ

と
だ
。
内
山
院
長
は「
わ
れ
わ
れ
が
診

療
科
を
絞
っ
て
ス
リ
ム
に
な
り
、
高
度

急
性
期
に
特
化
す
る
と
、
地
域
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
地
域
医
療
を
支

え
る
病
院
と
し
て
、そ
れ
で
い
い
の
か
」

と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
展
望
を

語
る
。

「
あ
る
程
度
の
診
療
科
を
持
ち
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
に
来
れ
ば
何
と
か
し
て
も
ら
え
る
と

い
う
、
患
者
さ
ん
に
頼
り
に
さ
れ
る
病

院
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ

で
法
人
全
体
と
し
て
ト
リ
ア
ー
ジ
機
能

の
整
備
を
考
え
て
い
ま
す
。
25
年
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
見
据
え
た
も

の
で
も
あ
り
、
地
域
密
着
で
あ
り
な
が

ら
、
な
お
か
つ
高
度
急
性
期
病
院
に
な

る
た
め
の
仕
組
み
を
き
ち
ん
と
つ
く

り
、
法
人
全
体
と
し
て
地
域
の
人
に
安

心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。
地
域

に
密
着
し
た
高
度
急
性
期
病
院
、
と
い

う
の
が
今
後
の
当
院
の
テ
ー
マ
で
す
」
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Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
活
用
す
る
こ
と
で

ス
タ
ッ
フ
が
本
当
に

働
き
や
す
い

病
院
を
つ
く
り
た
い

内
山
喜
一
郎 

院
長

(C) 2015 日本医療企画.
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